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「2023 年も忘れられない年に」 
             北海道社会科教育連盟 委員長  千葉 一博      
                      （札幌市立三里塚小学校長） 
                

今年度、北海道社会科教育連盟委員長を仰せつかりました、札幌市立 

三里塚小学校校長、千葉一博と申します。どうぞ、よろしくお願いいた 

します。 

 

私たちにとって、2022 年は忘れることのできない年となりました。第 60 回全国小学校社会

科研究協議会研究大会北海道大会を開催し、道社連の研究を全国へ発信することができたから

です。私たちは、時代が移り研究における文言や進め方は変わったとしても、①人物の営みに

学ぶ教材化②徹底した単元構成の工夫③「○○のはずなのに、なぜ～」という問いの醸成…の

３つに力を注いできました。変えることなく追究し続けてきたことを、子どもの姿で提案し評

価いただいたことは、今後研究を進める上での自信となりました。また、授業公開・実践提案・

運営を会員一丸となって進めたことは、改めて組織の確かさを認識すると共に、会員同士の信

頼の強さを高めることに繋がったと、私は確信しています。 

 

 そして、北海道社会科教育連盟は、今年度より新たな研究の歩みを始めます。研究主題を「社

会とつながり、価値を創造する北国の子の育成」とした３か年の研究です。初年度の今年は、

11 月 24 日（金）に、第 78 回北海道社会科教育研究大会・第 50 回札幌地区社会科教育研究大

会を開催します。小学校 4 本、中学校 3 本、計 7 本の授業を公開し、変わらず子どもの姿で提

案をします。 

「社会とつながる」…子どもが社会とつながる・社会に参画するためには、発達の段階に応

じて、どのような学びの構成が必要なのか。 

「価値を創造する」…「価値を創造する」とは、授業の中で、子どものどのような姿が現れ

ることなのか。 

この２つについて、全道各地区がしっかりと解釈をした上で実践提案、協議をし、研究を深め

て参りましょう。 

 各地区の知恵を合わせ、北国の子どもたちのために新たな研究へ踏み出す 2023 年。今年も忘

れられない年になりそうです。 
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４か年継続研究の４年次の活動スタート 

 第６０回全国小学校社会科研究協議会研究大会 北海道大会へ 
 
 
 
 
 
 

＜総 会＞ 

 午後２時より開催された総会では、札幌市社会科教育連盟 相⾺慎司校⻑先⽣の司会により議事を進
⾏し、令和３年度の事業報告・各部年間活動報告・各地区の活動報告・会計決算報告が⾏われました。
続いて、令和４年度の新役員承認・事業計画・全国⼤会実施計画・予算案等を提案し、承認されました。
次に、道社連研究部⻑ ⻫藤健⼀先⽣から、今年度の北海道⼤会に向けた研究提案がありました。研究
主題『社会を知り、世界を切り拓く北国の⼦の育成』、副主題『⾒⽅・考え⽅を鍛え、⽣きて働く資質・
能⼒を確かに育む社会科の学び』の具現化に向けた説明と、めざす授業像の提案があり、全道⼀丸とな
って進む研究の⽅向性が⽰されました。 
 
 その後の各地区交流では、それぞれの地区における授業実践をもとにした研究の推進状況や、会員の
確保、活動の活性化に向けた各地区の⼯夫などについて説明がありました。コロナ禍が続く中でも学習
会、講演会、新会員増に向けた取組と組織⼒強化等、ともに社会科の研究を推進する道社連会員の意識
の⾼さを感じることができました。 
 最後に、道社連の千葉⼀博副委員⻑から総会を開催できたことへの喜びと感謝、今年度の全道の活動
への期待を込めた挨拶があり、総会は閉幕しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度 北海道社会科教育連盟 総会 

 令和４年５⽉１４⽇(⼟)、令和４年度北海道社会科教育連盟総会が zoom でのオンライン会議にて開催
されました。４か年継続研究の４年次における研究内容の確⽴と各地域の活動の充実を図るため、全⼩社
研北海道⼤会開催地である札幌地区をはじめ、全道各地区の代表者が参加し、熱⼼な討議を展開しました。 

令和４年度 北海道社会科教育連盟役員 

 

委員長 白崎  正 札幌市立八軒西小学校   再 

 大垣 秀彦 旭川市立千代田小学校   再 

 水野 秀哲 釧路町立富原中学校    再 

 長瀬 雅一 函館市立あさひ小学校   再 

 三和 史朗 留寿都村立留寿都小学校  新 

 千葉 一博 札幌市立三里塚小学校   再 

 松尾 則明 札幌市立清田南小学校   再 

 橋本  隆 札幌市立川北小学校    再 

 金澤  敦 札幌市立札苗中学校    再 

会 計 石川 篤司 札幌市立札苗緑小学校   再 

監 査 堀井  理 羽幌町立羽幌小学校    再 

監 査 蟹谷 正宏 愛別町立愛別中学校    再 
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≪旭川地区≫ 宮腰 唯導 旭川市教育研究会社会科研究部会 部長 
 昨年度は６本の授業研を⾏い、クラウドや DVD の視聴とオンラインを活⽤した協議を⾏
うことができた。今後もオンライン形式の協議などを含めながら、現在の状況下でも前進で
きる⼯夫をしていきたい。 
 
≪網走地区≫ 山谷 大輔 網走地区社会科教育研究会 事務局長 
 定例学習会を zoom で開催。年 2 回の公開授業では、配信や対⾯形式での協議で成果が得
られた。今年度は６⽉末に管内研を⾏い、全国⼤会の紙⾯提案に向けて準備していく。 
 
≪胆振地区≫ 平石 崇広 胆振社会科教育連盟 会長 
 会員数の減少により、基幹となる授業研究が難しい現状がある。それを打破するために、
現会員で企画を考え、研究内容の充実を図っていきたい。  
≪渡島地区≫ 日登 圭一 渡島社会科教育研究会 事務局長 
 中部電⼒の教育振興助成を活⽤した Web 会議アプリによる学びの機会の設定により会員
の資質能⼒の向上や ICT 活⽤能⼒の育成につながった。⽇本航空による「空育」、⾸都圏
の視察研修で有意義な活動ができた。今年度はこれらの成果を授業に活かしていきたい。 

 
≪上川地区≫ 小田島 充彦 上川地区社会科教育連盟 事務局長 
 オンライン開催を中⼼にして公開授業を⾏なった。フェイスブックで告知したところ、上
川地区以外の参加もあり新たな可能性を⾒出せた。今年度は紙⾯提案に向けてオンライン
や少⼈数での集まりなど、若⼿のニーズに応えた授業づくりをしていく。 
 
≪釧路地区≫ 山口 直樹 釧路地方社会科教育研究会 事務局長 
 昨年度は集まることができなかったが、⼩学校４本、中学校１本の授業公開を進めた。冬
季研修会では新保元康先⽣によるほっかいどう学の講演が好評だった。会員数 70 名を確保
できたが、授業を⾏う若⼿の先⽣の増加に向けて働きかけていきたい。 
 
≪後志地区≫ 岡村 真哉 後志社会科研究協議会 事務局長 
 昨年度はコロナ禍で活動が難しかった。今年度は全国⼤会に向けて紙⾯提案に向けて研
究部で対⾯、オンラインを活⽤しながら研究活動を進める。また、会員拡⼤に向けて若⼿の
先⽣に今までの学びをつなぐ場を作る活動を進めていきたい。 
 
≪空知地区≫ 鹿糠 昌弘 空知社会科教育研究会 前事務局長 
 「学びを⽌めない空知」をモットーにオンラインを活⽤した授業研究や、上川地区の授業
研究を⾒て、⼤変刺激を受けた。炭鉄港次世代伝承事業では札幌地区近隣に呼びかけ、空知
の教材への意⾒交流ができた。今後も他地区とのつながりを続け、お互いに切磋琢磨しなが
ら進めていきたい。全⼩社研の紙⾯提案では空知や北海道の良さを全国に発信する。 
 
≪十勝地区≫ 竹山 大輔 十勝帯広社会科教育研究会 事務局長 
 夏季学習会では ICT 活⽤の研修、ルーブリック評価の演習を⾏い、たくさんの先⽣から
御意⾒をもらって学びを深めた。授業研究会、冬季研修会では対⾯での集まりやオンライン
を活⽤しながら交流できた。全国⼤会の紙⾯提案に向けて会員の⼒を合わせていきたい。 
 
≪根室地区≫ 水口 拓真 根室管内社会科教育研究会 事務局長 
 ２年ぶりに単独の学習会を⾏うことができた。若い中学校の先⽣が多いため、その先⽣⽅
を対象にした zoom の学習会を⾏なった。今年度はつながりを⾼める研修を⽬標にし、根室
教育研究所とコラボして４５分間の zoom 学習会を 5 回⾏う予定。 
 
≪函館地区≫ 村田 義広 函館市教育研究会社会科研究部 幹事長 
 今年度は、北海道⼤会の紙⾯提案の準備、デジタル化された函館の副読本の活⽤の⽅法の
模索、学習会を通した組織拡⼤活動を⾏なっていく。集まることが難しいため、ICT を活⽤
したオンラインでの会議で研修を深めていきたい。  
≪檜山地区≫ 近藤  覚 檜山社会科教育研究会 事務局長 

２年間、授業研を基にした活動ができていないため、会員数の確保が⼤きな課題である。
今年度は活動を少しずつ進めることで、各会員に還元していきたいと考えている。     
≪留萌地区≫ 豊崎 東洋 留萌管内社会科教育研究会 事務局長 
 コロナ禍での活動の難しさと会員の⾼齢化、社会科の授業を担当している教員が会員の
中で少なくなっていることが課題。今年度は授業者を⾒つけて研究授業を実施できること
が決定したので、この機会を⽣かして研究を積み重ねていきたい。 
 
≪札幌市≫  山本 秀夫 札幌市社会科教育連盟 事務局長 

昨年度は授業８本、分科会４本の札幌地区研究⼤会をオンライン中⼼で⾏なった。２⽉の
冬の学習会では⼩倉先⽣、澤井先⽣、⽯井先⽣など全国⼤会の講師を招いて実践レベルで御
指導いただくことができた。現在は全国⼤会に向けて授業づくりに取り組んでいる。 

 

全 道 各 地 区 交 流 
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